
(57)【要約】

【課題】横方向の揺れを有効に低減させ、シャダレスジ

ョイントが必要なく、挿入部に設けられる溝の鍛造製作

が可能であり、スプライン加工の必要のない等速ジョイ

ントを提供する。

【解決手段】円筒殻状に形成されるハウジング１０と、

該ハウジング１０の内側方向に等方向で三個所に設けら

れるトラニオン２０と、該トラニオン２０に結合され設

置されるベアリング３０と、該ベアリング３０の外側に

結合されるローラ４０と、前記ローラ４０が設けられた

ハウジング１０の内側に結合されるように三個所に等間

隔で溝５１が設けられた挿入部５２が端部に連結された

駆動軸５０とを備えることを特徴とする。

【選択図】　　　　　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
円 筒 殻 状 に 形 成 さ れ る ハ ウ ジ ン グ と 、
前 記 ハ ウ ジ ン グ の 内 側 方 向 に 等 方 向 で 三 個 所 に 設 け ら れ る ト ラ ニ オ ン と 、
前 記 ト ラ ニ オ ン に 結 合 さ れ 設 置 さ れ る ベ ア リ ン グ と 、
前 記 ベ ア リ ン グ の 外 側 に 結 合 さ れ る ロ ー ラ と 、
前 記 ロ ー ラ が 設 け ら れ た ハ ウ ジ ン グ の 内 側 に 結 合 さ れ る よ う に 三 個 所 に 等 間 隔 で 溝 が 設 け
ら れ た 挿 入 部 が 端 部 に 連 結 さ れ て い る 駆 動 軸 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 等 速 ジ ョ イ ン ト 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ロ ー ラ の 転 が り 面 と 、 前 記 溝 の ロ ー ラ と の 接 触 面 と は 、 球 面 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 等 速 ジ ョ イ ン ト 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ト ラ ニ オ ン は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 周 り に 沿 っ て 等 間 隔 に 設 け ら れ た 孔 に 挿 入 し 、 押 込
ま た は 接 着 剤 に よ っ て 固 定 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 等 速 ジ ョ イ ン ト 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ト ラ ニ オ ン に は 、 前 記 ベ ア リ ン グ が 前 記 挿 入 部 の 溝 に 接 触 す る こ と を 防 止 す る ス ペ ー
サ が さ ら に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 等 速 ジ ョ イ ン ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 等 速 ジ ョ イ ン ト に 関 し 、 特 に 、 車 両 の 駆 動 軸 に 設 け ら れ る 三 脚 型 等 速 ジ ョ イ ン
ト に お い て 、 ト ラ ニ オ ン と ベ ア リ ン グ と ロ ー ラ と を ハ ウ ジ ン グ に 設 け る こ と に よ っ て 、 ロ
ー ラ の ト ラ ニ オ ン 摺 動 摩 擦 力 が 駆 動 軸 で な い ハ ウ ジ ン グ に 伝 え ら れ 、 変 速 機 側 で 相 殺 さ れ
る よ う に す る こ と で 、 横 方 向 へ の 揺 れ を 有 効 に 低 減 す る こ と が で き る 等 速 ジ ョ イ ン ト に 関
す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
等 速 ジ ョ イ ン ト と は 、 駆 動 軸 と 受 動 軸 の 交 差 角 が 大 き く な っ て も 、 等 速 且 つ 円 滑 に 運 動 で
き る ジ ョ イ ン ト の こ と を い い 、 前 輪 駆 動 車 両 の 駆 動 軸 ま た は 独 立 懸 架 式 の リ ア デ フ ァ レ ン
シ ャ ル サ イ ド ギ ア に ス プ ラ イ ン で 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 １ は 、 一 般 の 車 両 の 駆 動 軸 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 一 般 に 車 両 の 駆 動 軸 １ に は 変 速 機 側 に
連 結 す る 部 分 と デ ィ ス ク ３ に 連 結 す る 部 分 の 二 個 所 に 等 速 ジ ョ イ ン ト ２ が 設 け ら れ て い る
。
従 来 、 前 記 変 速 機 側 に は ダ ブ ル オ フ セ ッ ト 型 ジ ョ イ ン ト （ ｄ ｏ ｕ ｂ ｌ ｅ 　 ｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ 　
ｊ ｏ ｉ ｎ ｔ ） や 三 脚 型 ジ ョ イ ン ト （ ｔ ｒ ｉ ｐ ｏ ｄ 　 ｊ ｏ ｉ ｎ ｔ ） が 用 い ら れ 、 デ ィ ス ク に
連 結 す る 側 に は バ ー フ ィ ー ル ド 型 ジ ョ イ ン ト （ ｂ ｉ ｒ ｆ ｉ ｅ ｌ ｄ 　 ｊ ｏ ｉ ｎ ｔ ） が 用 い ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ２ は 、 従 来 の 三 脚 型 ジ ョ イ ン ト を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 変 速 機 側 に 連 結 さ れ る ハ ウ ジ ン グ
４ の 内 側 面 に 、 ト ラ ニ オ ン ５ に ベ ア リ ン グ ６ を 介 し て ロ ー ラ ７ が 結 合 さ れ た 組 立 体 が 三 個
所 に 等 角 度 間 隔 で 設 け ら れ 、 組 立 体 の 間 に 駆 動 軸 １ が 連 結 さ れ 、 変 速 機 側 か ら の 駆 動 力 が
同 じ 速 度 で 伝 え ら れ る よ う に す る 。
即 ち 、 等 速 ジ ョ イ ン ト は 、 上 記 の よ う な 変 速 機 側 ま た は リ ア デ フ ァ レ ン シ ャ ル サ イ ド ギ ア
に 設 け ら れ 、 ハ ウ ジ ン グ ４ が 回 転 す る と 、 前 記 ロ ー ラ ７ が 回 転 す る よ う に な り 、 結 局 、 駆
動 軸 １ が 共 に 回 転 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し 、 こ の よ う な 等 速 ジ ョ イ ン ト は 、 駆 動 軸 １ に 伝 え ら れ る 軸 力 に よ っ て 、 車 体 の 横 方
向 へ の 揺 れ が 発 生 す る 恐 れ が あ る 。
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即 ち 、 駆 動 軸 １ に 伝 え ら れ る 軸 力 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 低 段 加 速 時 に ト ル ク が 増 加 す る
と 共 に 、 車 両 の 前 部 が 持 ち 上 が る こ と に よ っ て 、 ジ ョ イ ン ト 折 角 が 大 き く な り 、 結 局 、 こ
の 軸 力 （ Ｐ ＝ Ｆ ｔ ＊ ｓ ｉ ｎ θ ＋ ｆ １ ： 図 ４ の Ｐ １ 、 Ｐ ２ ） が 横 揺 れ を 引 き 起 こ す と 言 う 問
題 点 が あ っ た （ 図 ４ 参 考 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 図 ３ の ｆ ２ は 、 ロ ー ラ ７ と ハ ウ ジ ン グ ４ の 溝 と の 間 の ト ラ ニ オ ン ５ 方 向 の 摩 擦 力 を 示
し 、 ｆ ３ は 、 ロ ー ラ ７ と ト ラ ニ オ ン ５ と の 間 の 摩 擦 力 を 示 す 。
上 記 問 題 点 を 改 善 す る た め に こ れ を 改 良 し た シ ャ ダ レ ス ジ ョ イ ン ト （ ｓ ｈ ｕ ｄ ｄ ｅ ｒ ｌ ｅ
ｓ ｓ 　 ｊ ｏ ｉ ｎ ｔ ） を 用 い る こ と に よ っ て 、 軸 力 の 相 当 部 分 の 低 減 が 可 能 で あ る が 、 こ れ
で は 、 上 記 問 題 点 を 根 本 的 に 解 決 す る こ と が で き な か っ た 。 即 ち 、 こ の シ ャ ダ レ ス ジ ョ イ
ン ト も ま た 、 ロ ー ラ の 摩 擦 力 で あ る ｆ ３ 成 分 が 駆 動 軸 に 直 ち に 伝 え ら れ る 構 造 で あ る た め
、 軸 力 を 完 全 に 低 減 で き な い 問 題 点 が あ っ た 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ０ ８ ０ ８ ７ ８
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ２ ５ ６ ０ ５
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 ベ ア リ ン グ 、 ロ ー ラ 、 ト ラ ニ オ ン 間
の 摩 擦 力 を 低 減 さ せ 、 ロ ー ラ の ト ラ ニ オ ン 摺 動 摩 擦 力 が 駆 動 軸 で な い ハ ウ ジ ン グ に 伝 え ら
れ て 変 速 機 側 で 相 殺 さ れ る よ う に し 、 横 方 向 へ の 揺 れ を 有 効 に 低 減 さ せ 、 シ ャ ダ レ ス ジ ョ
イ ン ト が 必 要 な く 、 挿 入 部 に 設 け ら れ る 溝 の 鍛 造 製 作 が 可 能 で あ り 、 ス プ ラ イ ン 加 工 の 必
要 の な い 等 速 ジ ョ イ ン ト を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に よ る 等 速 ジ ョ イ ン ト は 、 円 筒 殻 状 に 形 成 さ れ る ハ ウ
ジ ン グ と 、 該 ハ ウ ジ ン グ の 内 側 方 向 に 等 方 向 で 三 個 所 に 設 け ら れ る ト ラ ニ オ ン と 、 該 ト ラ
ニ オ ン に 結 合 さ れ 設 置 さ れ る ベ ア リ ン グ と 、 該 ベ ア リ ン グ の 外 側 に 結 合 さ れ る ロ ー ラ と 、
該 球 面 ロ ー ラ が 設 け ら れ た ハ ウ ジ ン グ の 内 側 に 結 合 さ れ る よ う に 三 個 所 に 等 間 隔 で 溝 が 設
け ら れ た 挿 入 部 が 端 部 に 連 結 さ れ て い る 駆 動 軸 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 を 、 添 付 図 面 に 基 づ い て 詳 し く 説 明 す る 。
図 ５ は 、 本 発 明 に よ る 等 速 ジ ョ イ ン ト の 実 施 の 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ６ は 、 本 発 明
の 等 速 ジ ョ イ ン ト の 実 施 の 形 態 を 示 す 側 面 図 で あ り 、 図 ７ は 、 図 ６ の Ａ － Ａ 線 に よ る 断 面
図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 は 、 円 筒 殻 状 に 形 成 さ れ る ハ ウ ジ ン グ １ ０ と 、 該 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 側 方 向 に 等 方
向 で 三 個 所 に 設 け ら れ る ト ラ ニ オ ン ２ ０ と 、 該 ト ラ ニ オ ン ２ ０ に 結 合 さ れ 設 置 さ れ る ベ ア
リ ン グ ３ ０ と 、 該 ベ ア リ ン グ ３ ０ の 外 側 に 結 合 さ れ る ロ ー ラ ４ ０ と 、 前 記 ロ ー ラ ４ ０ が 設
け ら れ た ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 側 に 結 合 さ れ る よ う に 三 個 所 に 等 間 隔 で 溝 ５ １ が 設 け ら れ た
挿 入 部 ５ ２ が 端 部 に 連 結 さ れ た 駆 動 軸 ５ ０ と を 備 え た こ と を 技 術 上 の 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ロ ー ラ ４ ０ の 転 が り 面 と 、 溝 ５ １ の ロ ー ラ ４ ０ の 接 触 面 と は 、 球 面 に 形 成 さ れ 、 ロ ー ラ ４
０ の 転 が り に よ る 摩 擦 力 を 最 小 に す る と 共 に 軸 方 向 へ の 動 き が 発 生 し な い よ う に す る 。
ま た 、 ト ラ ニ オ ン ２ ０ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 周 り に 沿 っ て 等 間 隔 に 設 け ら れ た 孔 に 挿 入 し
、 押 込 ま た は 接 着 剤 に よ っ て 固 定 さ せ 、 そ の 周 囲 に ベ ア リ ン グ ３ ０ と ロ ー ラ ４ ０ を 順 に 設
置 す る 。
ベ ア リ ン グ ３ ０ は 、 図 示 の よ う に 、 ト ラ ニ オ ン ２ ０ の 周 囲 を 取 り 囲 む 構 造 の 円 筒 殻 状 を な
す ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ を 用 い る 。
さ ら に 、 ト ラ ニ オ ン ２ ０ に は 、 ベ ア リ ン グ ３ ０ が 挿 入 部 ５ ２ の 溝 ５ １ に 接 触 し な い よ う に
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す る ス ペ ー サ ２ １ が 設 け ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
以 下 、 上 記 図 ５ 乃 至 図 ７ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 作 用 及 び 効 果 を 説 明 す る 。
本 発 明 に よ る 等 速 ジ ョ イ ン ト は 、 三 脚 型 ジ ョ イ ン ト に お い て 、 ト ラ ニ オ ン ２ ０ と ベ ア リ ン
グ ３ ０ と ロ ー ラ ４ ０ と が ハ ウ ジ ン グ １ ０ に 取 り 付 け ら れ る こ と が そ の 特 徴 で あ る 。
こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 ト ラ ニ オ ン ２ ０ の 摺 動 摩 擦 力 が 駆 動 軸 ５ ０ で な く 、 ハ ウ ジ ン グ
１ ０ に 伝 え ら れ 、 変 速 機 側 で 相 殺 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
即 ち 、 ベ ア リ ン グ ３ ０ と ロ ー ラ ４ ０ 間 の 摩 擦 力 、 ロ ー ラ ４ ０ と ハ ウ ジ ン グ 間 の ト ラ ニ オ ン
２ ０ の 軸 に 対 す る 回 転 摩 擦 力 、 ロ ー ラ ４ ０ と ハ ウ ジ ン グ 間 の ト ラ ニ オ ン ２ ０ の 軸 に 対 す る
軸 方 向 （ 線 形 ） 摩 擦 力 が 減 少 さ れ 、 ま た 、 ロ ー ラ ４ ０ の ス ピ ン 力 が 低 減 す る よ う に な る 。
従 っ て 、 駆 動 軸 ５ ０ へ の 軸 力 伝 達 量 が 小 さ く な り 、 横 方 向 へ の 揺 れ を 根 本 的 に 低 減 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 こ の よ う な 本 発 明 の 等 速 ジ ョ イ ン ト を 適 用 す る 場 合 、 上 記 の よ う に 軸 力 低 減 効 果 に
優 れ て い る の で 、 高 価 の シ ャ ダ レ ス ジ ョ イ ン ト を 使 用 す る こ と な く 、 シ ャ ダ レ ス ジ ョ イ ン
ト を 本 発 明 の 等 速 ジ ョ イ ン ト に 連 結 し て 使 用 す る 場 合 は 、 軸 力 の 低 減 効 果 が よ り 大 き く な
る 。
さ ら に 、 挿 入 部 ５ ２ に 設 け ら れ る 溝 ５ １ は 一 般 の 鍛 造 加 工 で 形 成 す る こ と が で き 、 従 来 の
ス プ ラ イ ン 加 工 を 行 う 必 要 が な い 。
上 記 実 施 の 形 態 は 、 本 発 明 の 技 術 的 思 想 を 具 体 的 に 説 明 す る た め の 一 例 で あ っ て 、 本 発 明
の 範 囲 は 上 記 し た 図 面 ま た は 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る の で は な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 本 発 明 に よ る と 、 ベ ア リ ン グ 、 ロ ー ラ 、 ト ラ ニ オ ン 間 の 摩 擦 力 を 低 減 さ せ 、 ト ラ ニ
オ ン に 対 す る ロ ー ラ の 摩 擦 力 が 駆 動 軸 で な く 、 ハ ウ ジ ン グ に 伝 え ら れ 、 変 速 機 側 で 相 殺 さ
れ る よ う に し 、 横 方 向 へ の 揺 れ を 有 効 に 低 減 さ せ る こ と が で き 、 シ ャ ダ レ ス ジ ョ イ ン ト を
必 要 と せ ず 、 挿 入 部 に 設 け ら れ る 溝 の 鍛 造 製 作 が 可 能 で あ り 、 ス プ ラ イ ン 加 工 を 行 わ な く
て も よ い 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 一 般 の 車 両 の 駆 動 軸 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 三 脚 型 ジ ョ イ ン ト を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 三 脚 型 ジ ョ イ ン ト 力 の 成 分 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 車 両 の 駆 動 軸 の 作 動 状 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 等 速 ジ ョ イ ン ト の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る 等 速 ジ ョ イ ン ト の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の Ａ － Ａ に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 ハ ウ ジ ン グ
２ ０ 　 ト ラ ニ オ ン
３ ０ 　 ベ ア リ ン グ
４ ０ 　 ロ ー ラ
５ ０ 　 駆 動 軸
５ １ 　 溝
５ ２ 　 挿 入 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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